
   [療養を受けた者]の氏名の選択    [請求年月]の入力    [施術年月]の入力 

 

   施術日/往療日の入力     施術日を押下 ⇒ 画面がカレンダー形式に切り替わる（裏面） 
(往療明細画面） 

シリーズ第２回  会のソフトを使い倒そう!           第２版 H30/1/23 

1 枚の申請書を作るにも、いくつかの方法が考えられます。ご自分に合った使い方を選び申請書

をより簡単に早く、正確に作成できるようソフトをご利用ください。 

（Ｂ先生の場合） 申請書と往療明細表を最も簡単に作成します。 

            往療明細書を作成しながら申請書を作成します。 

   

   

   

 

 

 
                              

  請求区分、ハリ師/あん摩マッサージ師、同意医師、摘要欄は前月のデータが引き継がれます。 

    追加や変更がある場合には、設定の変更をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ：請求区分が継続の場合  申請書画面での入力必須項目 

     

 

 

  

Step1 申請書画面の入力 
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医療助成があれば 

[助成請求年月]も 

入力する 

※施術日〇又は◎の設定を変更した場合、⑤施術日のクリックをし直してください 

 （実日数、施術回数など再設定されます） 
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往療がある場合 

自動記入される 

今回のポイント 

11 



入力がすべて終わったら 

 チェック＆登録をクリックする 

  
登録： 出発地、往療距離入力の妥当性はチェックしない 

お勧め チェック＆登録： 上記妥当性をチェックする 

印刷をして申請書は完成！ 

 

  

   [出発地]を入力する  ， 距離自動計算をクリックする    往療明細表印刷をクリックする   

 日付入力の【入力項目設定】をする      チェック＆登録をクリックする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

施術開始日、施術終了日、実日数、施術回数、

施術金額、往療距離、往療金額 

負担額、医療助成額が表示されていることを

確認して  登録をクリック  

この画面でも追加/変更できる 

  〇：往療がない場合 

  ◎：往療がある場合（施術所 1） 

  ☆：往療がある場合（施術所 2） 

施術者を選択 

 申請書画面の施術者が表示 

 変更する場合のみ選択する 

設定方法を指定できる 

（一度設定すると翌月は自動反映） 

最終施術日･･･その月の最後の施術日 

月末日･･･その月の最終日 

手入力･･･申請書画面で指定 

出発地がすべて施術所の場合は全部

施術所をクリックするのが便利 

〇/◎/☆は申請書画面で 

指定したものが表示される。 

 

6 

出発地で右クリック 

 施術所の場合は施術所をクリック 

 施術所以外の場合は[その他]をクリック 

 

[その他]はこの画面が表示される 

  [受療者]を選ぶ。 

 緯度・経度が「未登録」は、受療者登録

で、緯度・経度が未登録を意味する。 

7 

出発地の入力がすべて終わったら、 

距離自動計算をクリック 

印刷する場合は 

 往療明細印刷をクリックする 
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Step2 往療明細画面での入力 

Step3 申請書画面で最終確認する 
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申請書画面に

戻る 

変形徒手の有無は前月の情報が引き継がれ

ますが、変形徒手の有無に変化があった場合

は、変形徒手欄を修正する。 


